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装身具を身にまとっている時もその保管箱は独自の芸術作品として存在をする。装身具を使わない時は、
保管箱を展示台とし、また中に入れて保管することができる構成である。 
テーマとした樹木はもとより枝や幹、そして葉が成長して行く時の作る形は太陽に向かいながら自然が織
りなす力強い美であり、根が作り出す造形は土と水を求めて張り巡らす美である。その生命力をモチーフと
し、身にまとう大きさに縮小しながらも印象的で説得力在る造形になるように、細かな所に気を使いながら
造形している。 
漆は使う人によって、美がより増して行く。今回は変わり塗り技法で表現された作品は、下に塗られた表
情が表に出る事で、今後磨かれながら変化をしていく様を提案している事は、工芸が人と寄り添う芸術であ
る事の具現化として評価できる点である。 
今回提出された作品、そして論文は若干未整理な所が散見されるが、新たな可能性を感じさせる事をふま
え、学位の取得を審査員一同の総意として認める事とする。 
今後も、金属と漆の素材を中心に、造形作品を創り上げ、台湾だけでなく、世界で活躍できる芸術家、指
導者になって行く人材となる事を期待している。 
